
放課後等デイサービスにかかる事業内容の情報提供 
 

１．利用する障がい児とその保護者の意向、障がい児の適性、障がいの特性その他の事情を踏まえ

た支援を提供するための体制の整備状況 
    利用者の意思及び人格を尊重し、常にその人の立場に立ったサービスの提供を行います。 
    利用者が日常生活における基本的動作を習得し、及び集団生活に適応することができるよ

う、当該利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的

な指導及び訓練を行います。 
 
２．従業者の勤務体制について 

管理者 1名             8：30～17：15 
    児童発達支援管理責任者 1名     8：30～17：15 
    看護師 1名             8：30～17：15 
    児童指導員 2名           8：30～17：15 
    保育士 3名             8：30～17：15 
  資質向上のための取り組み状況 
    行動障害についての勉強会実施や研修に参加しています。 
 
３．放課後等デイサービス事業用の整備、備品等の状況 
    下記の備品、設備を揃えています。 
     活動室・プール・スヌーズレン室・作業室・和室・食堂・トイレ 
     感覚運動用遊具（トランポリン、ハンモック等） 
     粗大運動用遊具（サーキット、大玉等） 
     音楽活動（ピアノ、マラカス、太鼓等の楽器） 
     視聴覚（スクリーン、ＤＶＤ、音響等） 
     パズル、絵本等 
 
４．関係機関と地域との連携、交流等の取り組み状況 
    自立支援協議会へ参加しています。 
  
５．利用する障がい児とその保護者に対する必要な情報提供、助言その他の援助の実施状況 
    福祉制度等における情報提供や相談、助言等の実施をしています。 

モニタリング、個別支援計画評価、計画説明時や送迎対応時、連絡帳のやりとりでの相談、

情報提供等その都度対応しています。 
 
６．緊急時等における対応方法と非常災害対策 
    利用者に病状の急変が生じた場合、その他必要な場合は、速やかに医療機関への連絡を行

う等の必要な措置を講じます。 
    非常災害に備えるため、定期的に避難救出その他必要な訓練を行っています。 
 
７．サービス提供に係る事業改善のための措置の実施状況 
    アンケートの実施をしています。利用者やその家族の意見等を聞き、改善等必要に応じて

対応しています。 


